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概要

このドキュメントでは、Catalyst 3550 シリーズ スイッチでのポリシー ルーティングの設定例に
ついて説明します。Catalyst 3550 シリーズ スイッチにはハードウェアベースの転送機能がある
ため、Ternary Content Addressable Memory（TCAM）に転送情報がプログラムされます。
TCAM でポリシーベース ルーティング（PBR）をサポートするには、スイッチ データベース管
理（SDM）テンプレートを変更して TCAM をフォーマットする必要があります。144 ビットのレ
イヤ 3 TCAM をサポートするように SDM テンプレートを変更する必要があります。SDM の詳細
については、『Catalyst 3550 シリーズ スイッチのスイッチング データベース マネージャの理解
と設定』を参照してください。

注：Catalyst 3550には、使用できるroute-mapsコマンドに制限があります。

前提条件

要件

この設定を試す前に、次の項目を十分に理解しておく必要があります。

ポリシーベース ルーティングの設定●

サポートされていないルート マップ コマンド●

スイッチング データベース マネージャの概要●

使用するコンポーネント

//www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps646/products_tech_note09186a0080094bc6.shtml
//www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps646/products_tech_note09186a0080094bc6.shtml
//www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst3550/software/release/12.1_19_ea1/configuration/guide/swiprout.html#wp1260543
//www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst3550/software/release/12.1_19_ea1/configuration/guide/swuncli.html#wp1014499
//www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps646/products_tech_note09186a0080094bc6.shtml#overview


このドキュメントの情報は、次のソフトウェアとハードウェアのバージョンに基づいています。

Cisco IOS(R) ソフトウェア リリース 12.1.19-EA1a●

Cisco Catalyst 3550●

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的
な影響について確実に理解しておく必要があります。

表記法

ドキュメント表記の詳細は、『シスコ テクニカル ティップスの表記法』を参照してください。

設定

このセクションでは、このドキュメントで説明する機能を設定するために必要な情報を提供して
います。

注： このドキュメントで使用されているコマンドの詳細を調べるには、Command Lookup
Tool（登録ユーザ専用）を使用してください。

ポリシー ルーティングをイネーブルにする前に、グローバル コンフィギュレーション モードで
次のいずれかのコマンドを設定し、設定を書き込んでスイッチをリロードする必要があります。

sdm prefer extended-match●

sdm prefer access extended-match●

sdm prefer routing extended-match●

CAT3550(config)# access-list 10 permit 20.20.20.0 0.0.0.255

CAT3550(config)# route-map pbr permit 10

CAT3550(config-route-map)# match ip address 10

CAT3550(config-route-map)# set ip next-hop 12.12.12.12

CAT3550(config)# int vlan 3

CAT3550(config-if)# ip policy route-map pbr

CAT3550(config-if)#

06:12:31: %L3TCAM-3-SIZE_CONFLICT: PBR requires enabling extended routing

CAT3550# show run int vlan 3

Building configuration...

Current configuration : 60 bytes

!

interface Vlan3

ip address 55.55.55.1 255.255.255.0

!--- Command not taken - you need to enable SDM. end CAT3550# conf t

Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.

CAT3550(config)# sdm prefer extended-match

Changes to the running SDM preferences have been stored, but cannot take effect

until the next reload.

Use 'show sdm prefer' to see what SDM preference is currently active.

CAT3550(config)# end

CAT3550# write

//www.cisco.com/en/US/tech/tk801/tk36/technologies_tech_note09186a0080121ac5.shtml
//tools.cisco.com/Support/CLILookup/cltSearchAction.do
//tools.cisco.com/Support/CLILookup/cltSearchAction.do
//tools.cisco.com/RPF/register/register.do


06:14:11: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console

Building configuration...

[OK]

ltd-1-2# reload

Proceed with reload? [confirm]

サポートされていないコマンドを認識しておく必要があります。この設定が存在する場合は、『
サポートされていないルート マップ コマンド』を参照してください。

!

access-list 10 permit 20.20.20.0 0.0.0.255

route-map pbr permit 10

match ip address 10

set ip default next-hop 12.12.12.12

!

インターフェイスにポリシー ルート マップを設定しようとすると、次のエラー メッセージが生
成されます。

CAT3550(config)# int vlan 3

CAT3550(config-if)# ip policy route-map pbr

CAT3550(config-if)# end

CAT3550#

00:02:29: %PBR-3-UNSUPPORTED_RMAP: Route-map pbr not supported for Policy-Based Routing

ネットワーク図

このドキュメントでは、次のネットワーク セットアップを使用します。



設定

このドキュメントでは、次の設定を使用しています。

CAT3550●

この設定では、20.20.20.X（アクセスリスト10）からのトラフィックを受け取り、30.30.30.2に
送信します。この設定は、10.10.10.2に設定されたデフォルトゲートウェイを上書きします。

CAT3550（Cisco Catalyst 3550）

CAT3550# show running-config

Building configuration...

.

.

!

interface Vlan1

 ip address 10.10.10.1 255.255.255.0

!

interface Vlan2

 ip address 20.20.20.1 255.255.255.0

 ip policy route-map pbr

!

interface Vlan3

 ip address 30.30.30.1 255.255.255.0

!

ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.10.10.2

ip classless

ip http server

!

!

access-list 10 permit 20.20.20.0 0.0.0.255

route-map pbr permit 10

 match ip address 10

 set ip next-hop 30.30.30.2

!

.

!

end

set ip next-hop コマンドを実行しても、一致するトラフィックが出力に表示されませんが、これ
はスイッチの想定される動作です。これは、スイッチがハードウェアでのみ動作しており、show
コマンドではソフトウェアで処理される情報のみが表示されるためです。ルーティング テーブル
とプロセスがスイッチによって確認されないため、ハードウェアでは set ip next-hop が常に機能
します。受信したパケットが route-map ステートメントに当てはまる場合、そのパケットは指定
したネクスト ホップに直接送信され、ルーティング テーブルは確認されません。

set ip default next-hop コマンドは、最初にルーティング テーブル全体を調べて、宛先までの別の
ルートがあるかどうかを確認します。ルートが見つからない場合は、デフォルトのネクスト ホッ
プが使用されます。

確認

現在、この設定に使用できる確認手順はありません。

トラブルシュート



   

ここでは、設定のトラブルシューティングに使用できる情報を示します。

トラブルシューティングのためのコマンド

アウトプット インタープリタ ツール（登録ユーザ専用）（OIT）は、特定の show コマンドをサ
ポートします。OIT を使用して、show コマンドの出力の分析を表示します。

注：debug コマンドを使用する前に、『debug コマンドの重要な情報』を参照してください。

debug ip policy：「ポリシー ルーティングされた」、または「ポリシー拒否された」パケッ
トを表示します。 debug ip policy コマンドの出力例を次に示します。

●

  *Dec 5 13:33:23.607: IP: s=20.20.20.3 (Vlan2), d=200.200.200.4, len 100, policy match

  *Dec 5 13:33:23.607: IP: route map pbr, item 10, permit

  *Dec 5 13:33:23.607: IP: s=20.20.20.3 (Vlan2), d=200.200.200.4 (Vlan3),len 100, policy routed

  *Dec 5 13:33:23.607: IP: Vlan2 to Vlan3 30.30.30.1

  *Dec 5 13:33:23.707: IP: s=20.20.20.3 (Vlan2), d=200.200.200.4, len 100, policy match

  *Dec 5 13:33:23.707: IP: route map pbr, item 10, permit

  *Dec 5 13:33:23.707: IP: s=20.20.20.3 (Vlan2), d=200.200.200.4 (Vlan3),len 100, policy routed

  *Dec 5 13:33:23.707: IP: Vlan2 to Vlan3 30.30.30.1

  *Dec 5 13:33:23.847: IP: s=20.20.20.3 (Vlan2), d=200.200.200.4, len 100, policy match

  *Dec 5 13:33:23.847: IP: route map pbr, item 10, permit

関連情報

IP ルーティング プロトコルに関するサポート ページ●

IP ルーティングに関するサポート ページ●

テクニカル サポートとドキュメント – Cisco Systems●

https://www.cisco.com/cgi-bin/Support/OutputInterpreter/home.pl
//tools.cisco.com/RPF/register/register.do
//tools.cisco.com/RPF/register/register.do
//www.cisco.com/en/US/tech/tk801/tk379/technologies_tech_note09186a008017874c.shtml
//www.cisco.com/en/US/tech/tk364/tsd_technology_support_protocol_home.html?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/tech/tk365/tsd_technology_support_protocol_home.html?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/cisco/web/support/index.html?referring_site=bodynav
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